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鋤 鴻述の時代に必要なもの一

武道を通し、心の優活を■摘す
教育の荒廃が叫ばれて久しい。
教育再生会議の議論の中には 体
罰の復活、出席停止、社会奉仕活
動、パウチャー制度といった良い
アイディアはあるが、しかしこれ
といった打開策はないように思わ
れる。

今と音の違いと言えば、私の世代までは、小さい頃、
よく外を走り回っていたものだ。相模をとり、酸り合
いの喧嘩もした。学校では条道 剣 道の授業があった。
体をぶつけ合い、共に汗を流すことで、お,い 気心が
知れるようになったものだった。今は、学校で楽道
剣道の時間は無いそうだ。もちろん取っ組み合いの喧
嘩もない。あるのは陰湿な虐めであり、体育会系の代
名詞であった野球部内できえも 次 々とターゲットが
替わるババ抜きのようないじめが要延るようになって
いる。
この教育の荒廃を解く鍵は 武 道にあるのではない
かと私は考えている。武道を通して懸命に体を鋭え
汗をかいていると、それまでの荒っぽい性格が穏やか
になり、礼儀止しくなり、満ち足りた顔になる。この

事実の意味をもっとよく考えてみるべきだろうと思う。
私は現在、日本拳法と大東流合気柔術という武道の練
習を日々欠かさない。日本挙法は11年日を迎え、今で
は指導員資格を頂戴し 師 範を名乗れるまでになった.
しかし そ んな私も最初は、単に護身術と体'」増強だ
けが目的だった。大学で体育会孝法部に入り、受験で
をまっていた体を か ら録え直していく中で 日 に日
に気力が充実していったのを覚えている。頭も鍛えな
いといけないことも知った。格闘技とは 瞬 時瞬時に
自分で戦略と戦術を考え出きなければならないJJR独な
戦いであるのだ。共に練習する仲問への思いやり 支
えてくれる先輩や指導者に対する感謝の気持ちも身に

付いた。そして社会を経験していく中で、日本袴法を
通して体得した、忍耐力、克己心、楽軟性、効率推
感性、礼儀といった美徳が非常に役立ったのを党えて
いる。
日本奉法とは、古代相撲を源流とする、昭和 7年に

お待ちどう様でした。ついに単語財携「日英露葡版」が完成 し、発売中です。

関係者の皆様お疲れ様でした。お知り合いに是非こ紹介願います。

黒木 惇 哉 (英語 熊 本県)

関西大学で始まった日本最初の総合格闘技である。剣

道のように防真を付け、試合をま視し、他者と競い合
うことで、技術を向上させるものだ。大東流合気柔術
とは、合気道の源流であり、その歴史は新羅三郎源義

光より始まり 武 田家 そ の後は会津藩の御留技 (門

外不出の技)で あった。その長い歴史の中で形成され
てきた武士文化には、武道というものの尊さを実態さ
せられる。

騎士道の同 イ ギリスのエリー ト教育ではとにかく

体を銀えさせると聞いている。オ ックスフォー ド大の

ラグビー部に ス ポーツ推薦で回めた関東学院大のラ

グビー部が勝てないのだ。その肉体への関心は、今の

日本にとっても参考になるものではないだろうか。

廃刀令以来 武 士文化は消えつつある。かつての日

本のエリー トたちは 貴 族や大臣、最高裁長官できえ

日本挙法「草倒からの仕留め技」

何かしらの武道の心得があった。そして和歌も詠んだ。
新渡戸稲造の言う武士道とは 強 さから来る自信 自

信から来る余裕、余裕から来るにしさ、lSしさから来
る子し候、礼儀から来る忠義といった道徳体系である。

死を常に意識することによって生における緊張感が生

まれてくるのだ。貫に強い人とは判断力に富み 柔 軟
である。この日本独自の道徳体系である武士適を身に

付けるためには 何 よりもまず肉体を解え 強 くなる
ことが肝要であると考えている。
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昨, 通 訳案内士証験が様変わりしている。韓□絡

中国語のガイ ド試験については 海 外4ヶ所 (ソウル

台北 香 湾 北 京)で の受験が可能になつたことて

国内の合格書が従来の3割と溺夕している 英 語台18

吉が増える一方で 今 年は韓国語の合格登録者が1人

もいなかつた。ガイドの質と共に 国 家詞験のあり方

についても疑間の声が掌がっている。
:         メ  今 連


